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第３回定例会のあらまし

町政を問う！２人の議員が一般質問

令和７年度各会計決算を認定

委員会活動

議会のうごき
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２０２６年

令和８年11月

ご当地グルメが大集合！
　食のイベント「グルメワン
ダーパーク函館」が９月26日、
27日の両日、はこだてグリーン
プラザなどを会場に開催されま
した。長万部町も湾宝やホタテ
毛がに焼売の販売ブースを出店
し、地域のグルメと魅力を楽し
む大勢の来場者で賑わいました。



　令和８年第３回定例会は、９月10日

から18日までの９日間の会期で開かれ

ました。

【９月10日】

　木幡町長から定例会開会にあたり挨

拶が行われた後、条例の一部改正や補

正予算等の審議をしました。

　令和７年度決算は、議長及び議選監

査委員を除く７名の委員で構成する決

算審査特別委員会へ付託しました。

【９月15日】

　一般質問に２人の議員が登壇し、町

政に対しての所見を伺いました。

【９月18日】

　決算認定の採決を行い、意見書案１

件などを可決しました。

　慎重に審議した結果、本定例会に提

案された議案すべてを原案のとおり可

決し、閉会しました。

第 3 回
令和８年

補
正
予
算

条
　
　
例

そ

の

他

○
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
４
・
５
号
）

○
令
和
８
年
度
介
護
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
令
和
８
年
度
土
地
区
画
整

　
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
第
１
号
）

○
令
和
８
年
度
病
院
事
業
会

　
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
長
万
部
町
職
員
の
勤
務
時

　
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支

　
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正

○
長
万
部
町
副
町
長
の
選
任

○
長
万
部
町
教
育
委
員
会
委

　
員
の
任
命

○
令
和
８
年
度
に
公
表
す
る

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

　
金
不
足
比
率
の
報
告

○
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

○
議
員
派
遣
承
認

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

　
中
の
継
続
調
査

※
詳
し
い
議
案
の
内
容
は
、

　
10
月
号
町
広
報
に
掲
載
さ

　
れ
て
お
り
ま
す
。

意見書１件を原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。

◇国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書

報

　

告
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高橋　克英　議員

長﨑　　厚　議員

一般質問とは
議員が町政全般にわたり、執行機関（町長・教育長など）に
疑問点について、所見を伺うことです。

２０２５年国勢調査の結果について………4～5

感震ブレーカーの普及促進について
…………………………………………………5～6
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２０２５年国勢調査の結果について
（町長）今後のまちづくりを検討する
　　　　　　　　　　　　　上で十分に活用する

高橋　克英　議員

　
高
橋
　
国
勢
調
査
は
、
国

の
基
幹
統
計
と
し
て
５
年
に

一
度
行
わ
れ
る
極
め
て
重
要

な
調
査
で
あ
る
。
そ
の
調
査

結
果
は
、
都
市
計
画
や
防
災

対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
策

定
す
る
た
め
の
資
料
と
な
り
、

民
間
企
業
で
も
、
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
予
測
や
店
舗

等
の
立
地
計
画
な
ど
、
幅
広

く
活
用
さ
れ
る
貴
重
な
資
料

と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

　
①
２
０
２
５
年
国
勢
調
査

結
果
に
基
づ
く
人
口
に
つ
い

て
の
町
に
よ
る
分
析
、
将
来

展
望
に
つ
い
て
。

　
②
今
後
の
地
方
交
付
税
算

定
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　
③
本
町
の
計
画
に
お
け
る

根
幹
・
基
本
と
な
る
「
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
」
な
ど
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て
。

　
以
上
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

　
町
長
　
１
点
目
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
は
、
産
業
別
や

移
動
人
口
の
就
業
状
態
等
、

詳
細
な
分
析
集
計
値
が
確
定

す
る
の
は
来
年
の
春
以
降
で

あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
公
表

さ
れ
て
い
る
長
万
部
町
の
速

報
値
は
、
５
，
３
１
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
数
値
は
、
前
回
の
調

査
結
果
よ
り
約
２
０
０
人
の

増
で
あ
り
、
新
幹
線
工
事
関

係
者
や
、
前
回
調
査
時
に
コ

ロ
ナ
渦
で
休
止
し
て
い
た
東

京
理
科
大
学
の
学
生
が
大
き

な
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
新
幹
線
工

事
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
定

住
人
口
で
は
な
い
た
め
、
今

後
の
各
種
工
事
の
進
捗
状
況

に
左
右
さ
れ
る
も
の
の
、
長

期
的
な
将
来
展
望
と
し
て
は
、

人
口
減
少
が
進
む
と
予
想
し

て
い
る
。

　
２
点
目
の
今
後
の
地
方
交

付
税
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

普
通
交
付
税
の
算
定
は
人
口

を
主
要
な
測
定
単
位
の
一
つ

と
し
て
用
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
国
勢

調
査
で
当
町
の
人
口
が
増
加

し
た
こ
と
は
、
地
方
交
付
税

を
増
加
さ
せ
る
要
因
の
一
つ

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
交
付
額
に
つ
い
て
は
、

国
勢
調
査
人
口
以
外
に
も
、

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
が

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
具
体
的
な
見
通
し
を
申

し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

　
３
点
目
の
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
な
ど
に
対
す
る
影
響

だ
が
、
現
在
の
第
４
次
長
万

部
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
等
の

変
化
を
一
部
反
映
さ
せ
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
の
後
期
計
画
と
し
て
、

本
年
３
月
に
改
訂
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
国
勢
調
査
は
、
重
要
な
基

幹
統
計
で
あ
り
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
上
で

十
分
に
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
今
回
の
人
口
増

加
が
新
幹
線
工
事
関
係
者
等

の
一
時
的
な
流
入
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
総
合

計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

計
画
や
施
策
を
直
ち
に
変
更

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
全
国
的
な
少
子

高
齢
化
に
よ
り
、
当
町
も
将

来
的
に
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
の
人
口
動

向
を
見
極
め
行
政
需
要
に
与

え
る
影
響
を
検
証
し
て
い
く
。

　
高
橋
　
国
勢
調
査
は
住
民

票
が
な
く
て
も
算
定
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
住
民
票
が
な

く
て
も
算
定
さ
れ
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
要
件
な
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

国
勢
調
査
は
住
民
票
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
基
準
日
の
10

月
１
日
現
在
で
既
に
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
方
、
ま
た

は
３
か
月
以
上
住
む
予
定
の

方
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
が

町
外
に
あ
っ
て
も
実
際
に
居

住
し
て
い
る
市
町
村
の
人
口

と
し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
新
幹
線
工
事

関
係
者
や
理
科
大
生
が
住
民

票
を
町
外
に
置
い
た
ま
ま
長

万
部
町
に
３
か
月
以
上
居
住

し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
勢

調
査
上
は
当
町
の
人
口
と
し

て
算
定
さ
れ
る
。

　
高
橋
　
北
海
道
新
幹
線
工

事
関
係
者
に
よ
る
一
時
的
な

人
口
増
で
あ
り
、
将
来
的
に

は
人
口
減
少
が
進
む
と
の
認

識
だ
が
、
今
後
の
具
体
的
な

対
策
な
ど
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

後
期
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
の
主
要
施
策
と
連
動
す
る

第
三
期
長
万
部
創
生
総
合
戦

略
を
本
年
３
月
に
策
定
し
た
。

そ
の
中
で
地
方
創
生
の
取
組

や
人
口
減
少
等
へ
の
主
な
対

応
と
し
て
、
移
住
希
望
者
向

け
の
お
試
し
移
住
事
業
や
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
た
定
住
化
の
促
進
、

東
京
理
科
大
学
と
の
連
携
な

ど
、
人
口
減
少
の
緩
和
、
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、
こ

れ
を
め
ざ
す
べ
く
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
高
橋
　
全
国
ど
こ
の
市
町

村
も
人
口
の
減
少
は
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が

町
は
北
海
道
新
幹
線
長
万
部

駅
開
業
に
向
け
準
備
を
進
め

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
る
が
、
こ
れ
を
生
か
し
た

人
口
の
増
、
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
町
長
　
町
の
将
来
展
望
を

見
据
え
た
場
合
、
新
幹
線
開

業
ま
で
に
行
う
事
業
、
そ
し

て
新
幹
線
開
業
後
に
行
う
事

業
の
２
つ
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
長
万
部
の
発
展
は

見
え
て
こ
な
い
。

　
特
に
、
開
業
後
の
新
幹
線

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
に
つ

い
て
は
、
国
に
も
要
望
を
届

け
て
い
る
が
、
先
日
発
生
し

た
静
狩
・
豊
浦
間
の
土
砂
災

害
で
は
、
８
月
27
日
か
ら
９

月
10
日
ま
で
の
間
、
貨
物
列

車
も
止
ま
り
、
物
流
が
滞
っ

た
。
そ
れ
は
在
来
線
だ
け
で

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

新
幹
線
貨
物
が
北
海
道
の
物

流
を
支
え
る
も
う
ひ
と
つ
の

大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
ら
な
け

れ
ば
駄
目
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
長
万
部
町
に
貨
物
の
物
流

拠
点
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
や
定
住
人
口
が
増
え
て

い
く
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
残
念
な

が
ら
２
０
３
０
年
に
は
叶
わ

な
い
が
、
想
定
さ
れ
る
２
０

３
８
年
ま
で
の
国
勢
調
査
で
、

工
事
関
係
者
な
ど
を
含
め
、

今
回
の
人
数
よ
り
さ
ら
に
上

乗
せ
で
き
れ
ば
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
大
き
く
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
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長万部町の町並み

感震ブレーカーの普及促進について
（町長）広報紙などを活用した
　　　　　　　　　　　　　周知・啓発を検討する

長﨑　　厚　議員

　
高
橋
　
国
勢
調
査
は
、
国

の
基
幹
統
計
と
し
て
５
年
に

一
度
行
わ
れ
る
極
め
て
重
要

な
調
査
で
あ
る
。
そ
の
調
査

結
果
は
、
都
市
計
画
や
防
災

対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
策

定
す
る
た
め
の
資
料
と
な
り
、

民
間
企
業
で
も
、
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
予
測
や
店
舗

等
の
立
地
計
画
な
ど
、
幅
広

く
活
用
さ
れ
る
貴
重
な
資
料

と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

　
①
２
０
２
５
年
国
勢
調
査

結
果
に
基
づ
く
人
口
に
つ
い

て
の
町
に
よ
る
分
析
、
将
来

展
望
に
つ
い
て
。

　
②
今
後
の
地
方
交
付
税
算

定
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　
③
本
町
の
計
画
に
お
け
る

根
幹
・
基
本
と
な
る
「
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
」
な
ど
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て
。

　
以
上
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

　
町
長
　
１
点
目
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
は
、
産
業
別
や

移
動
人
口
の
就
業
状
態
等
、

詳
細
な
分
析
集
計
値
が
確
定

す
る
の
は
来
年
の
春
以
降
で

あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
公
表

さ
れ
て
い
る
長
万
部
町
の
速

報
値
は
、
５
，
３
１
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
数
値
は
、
前
回
の
調

査
結
果
よ
り
約
２
０
０
人
の

増
で
あ
り
、
新
幹
線
工
事
関

係
者
や
、
前
回
調
査
時
に
コ

ロ
ナ
渦
で
休
止
し
て
い
た
東

京
理
科
大
学
の
学
生
が
大
き

な
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
新
幹
線
工

事
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
定

住
人
口
で
は
な
い
た
め
、
今

後
の
各
種
工
事
の
進
捗
状
況

に
左
右
さ
れ
る
も
の
の
、
長

期
的
な
将
来
展
望
と
し
て
は
、

人
口
減
少
が
進
む
と
予
想
し

て
い
る
。

　
２
点
目
の
今
後
の
地
方
交

付
税
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

普
通
交
付
税
の
算
定
は
人
口

を
主
要
な
測
定
単
位
の
一
つ

と
し
て
用
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
国
勢

調
査
で
当
町
の
人
口
が
増
加

し
た
こ
と
は
、
地
方
交
付
税

を
増
加
さ
せ
る
要
因
の
一
つ

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
交
付
額
に
つ
い
て
は
、

国
勢
調
査
人
口
以
外
に
も
、

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
が

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
具
体
的
な
見
通
し
を
申

し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

　
３
点
目
の
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
な
ど
に
対
す
る
影
響

だ
が
、
現
在
の
第
４
次
長
万

部
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
等
の

変
化
を
一
部
反
映
さ
せ
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
の
後
期
計
画
と
し
て
、

本
年
３
月
に
改
訂
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
国
勢
調
査
は
、
重
要
な
基

幹
統
計
で
あ
り
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
上
で

十
分
に
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
今
回
の
人
口
増

加
が
新
幹
線
工
事
関
係
者
等

の
一
時
的
な
流
入
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
総
合

計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

計
画
や
施
策
を
直
ち
に
変
更

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
全
国
的
な
少
子

高
齢
化
に
よ
り
、
当
町
も
将

来
的
に
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
の
人
口
動

向
を
見
極
め
行
政
需
要
に
与

え
る
影
響
を
検
証
し
て
い
く
。

　
高
橋
　
国
勢
調
査
は
住
民

票
が
な
く
て
も
算
定
さ
れ
る

　
長
﨑
　
こ
れ
ま
で
も
大

き
な
災
害
が
幾
度
と
な
く

発
生
し
て
き
た
。
近
年
も

大
規
模
な
地
震
が
多
発
し

て
お
り
、
様
々
な
二
次
災

害
が
発
生
し
、
よ
り
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
そ
の
二
次
災
害
の
な

か
で
も
、
通
電
火
災
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
そ
の
通
電
火
災
の
被
害

を
減
ら
し
防
ぐ
た
め
に
は
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置

し
、
発
災
時
に
家
屋
等
へ

の
通
電
を
止
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
い
っ
そ
う
推
進

し
て
い
く
た
め
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
存
在
と
効
果

を
町
民
に
周
知
・
啓
発
す

る
場
が
必
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、

乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
世

帯
に
対
し
て
は
、
優
先
し

て
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
を
安
心
し
て
、
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
の
実
現

を
め
ざ
す
と
の
観
点
か
ら
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
、
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し

て
電
気
を
自
動
的
に
遮
断
す

る
こ
と
で
、
地
震
後
の
通
電

火
災
を
防
止
す
る
た
め
の
有

効
な
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
建
物
の
倒
壊

や
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
に
加
え
、
地

震
に
よ
り
破
損
し
た
電
気
配

線
や
電
気
機
器
な
ど
か
ら
出

火
す
る
通
電
火
災
、
さ
ら
に

は
、
木
造
密
集
地
域
等
に
お

け
る
延
焼
火
災
な
ど
の
二
次

災
害
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
町
民
の
皆
様

に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
仕
組

み
や
効
果
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
地
震
へ
の
備
え
の
ひ
と

つ
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
上
で
も
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
町
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
出

前
講
座
な
ど
の
機
会
を
活
用

し
た
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

有
効
性
や
設
置
に
つ
い
て
の

周
知
・
啓
発
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
障

が
い
の
あ
る
方
が
い
る
世
帯
、

乳
幼
児
の
い
る
世
帯
な
ど
、

災
害
時
に
お
い
て
特
に
配
慮

を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
設

置
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
震
・
火
災
対
策

に
関
す
る
他
自
治
体
の
取
組

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促

進
に
つ
い
て
検
討
し
、
引
き

続
き
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

　
長
﨑
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
町
広
報
紙
な

ど
で
周
知
・
啓
発
を
進
め
る

と
の
答
弁
だ
が
、
あ
わ
せ
て

町
と
し
て
、
購
入
・
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
町
長
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
防
災
装
置
と

し
て
ま
だ
馴
染
み
が
薄
く
、

全
国
の
自
治
体
で
も
補
助
事

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

多
く
は
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
有
用
性
を
、

防
災
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ

て
町
民
の
皆
様
に
周
知
徹
底

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
一
般
的
に
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
は
、
震
度
５
以
上
で
な
け

れ
ば
作
動
し
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
価
格
は
高
い

も
の
で
大
体
８
万
円
く
ら
い
、

安
い
も
の
な
ら
５
，
０
０
０

円
か
ら
３
，
０
０
０
円
く
ら

い
で
あ
る
。

　
町
で
は
過
去
に
火
災
報
知

器
を
配
付
・
設
置
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、

そ
の
後
、

各
家
庭
が

負
担
し
更

新
し
て
い

る
所
は
多

く
は
な
く
、

消
防
本
部

で
も
広
報

誌
な
ど
で

啓
蒙
活
動

を
し
て
い

る
が
、
な

か
な
か
進

ん
で
い
な

い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー

の
普
及
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る

と
い
う
考
え
を
基
本
と
し
た

上
で
、
今
後
、
国
の
補
助
制

度
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
に
な
れ
ば
、
地
方
自
治
体

と
し
て
も
財
源
の
手
当
が
し

や
す
く
な
る
が
、
現
在
は
ま

だ
そ
の
段
階
ま
で
至
っ
て
い

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
シ
ス

テ
ム
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

の
か
。
ま
た
、
住
民
票
が
な

く
て
も
算
定
さ
れ
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
要
件
な
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

国
勢
調
査
は
住
民
票
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
基
準
日
の
10

月
１
日
現
在
で
既
に
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
方
、
ま
た

は
３
か
月
以
上
住
む
予
定
の

方
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
が

町
外
に
あ
っ
て
も
実
際
に
居

住
し
て
い
る
市
町
村
の
人
口

と
し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
新
幹
線
工
事

関
係
者
や
理
科
大
生
が
住
民

票
を
町
外
に
置
い
た
ま
ま
長

万
部
町
に
３
か
月
以
上
居
住

し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
勢

調
査
上
は
当
町
の
人
口
と
し

て
算
定
さ
れ
る
。

　
高
橋
　
北
海
道
新
幹
線
工

事
関
係
者
に
よ
る
一
時
的
な

人
口
増
で
あ
り
、
将
来
的
に

は
人
口
減
少
が
進
む
と
の
認

識
だ
が
、
今
後
の
具
体
的
な

対
策
な
ど
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

後
期
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
の
主
要
施
策
と
連
動
す
る

第
三
期
長
万
部
創
生
総
合
戦

略
を
本
年
３
月
に
策
定
し
た
。

そ
の
中
で
地
方
創
生
の
取
組

や
人
口
減
少
等
へ
の
主
な
対

応
と
し
て
、
移
住
希
望
者
向

け
の
お
試
し
移
住
事
業
や
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
た
定
住
化
の
促
進
、

東
京
理
科
大
学
と
の
連
携
な

ど
、
人
口
減
少
の
緩
和
、
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、
こ

れ
を
め
ざ
す
べ
く
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
高
橋
　
全
国
ど
こ
の
市
町

村
も
人
口
の
減
少
は
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が

町
は
北
海
道
新
幹
線
長
万
部

駅
開
業
に
向
け
準
備
を
進
め

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
る
が
、
こ
れ
を
生
か
し
た

人
口
の
増
、
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
町
長
　
町
の
将
来
展
望
を

見
据
え
た
場
合
、
新
幹
線
開

業
ま
で
に
行
う
事
業
、
そ
し

て
新
幹
線
開
業
後
に
行
う
事

業
の
２
つ
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
長
万
部
の
発
展
は

見
え
て
こ
な
い
。

　
特
に
、
開
業
後
の
新
幹
線

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
に
つ

い
て
は
、
国
に
も
要
望
を
届

け
て
い
る
が
、
先
日
発
生
し

た
静
狩
・
豊
浦
間
の
土
砂
災

害
で
は
、
８
月
27
日
か
ら
９

月
10
日
ま
で
の
間
、
貨
物
列

車
も
止
ま
り
、
物
流
が
滞
っ

た
。
そ
れ
は
在
来
線
だ
け
で

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

新
幹
線
貨
物
が
北
海
道
の
物

流
を
支
え
る
も
う
ひ
と
つ
の

大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
ら
な
け

れ
ば
駄
目
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
長
万
部
町
に
貨
物
の
物
流

拠
点
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
や
定
住
人
口
が
増
え
て

い
く
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
残
念
な

が
ら
２
０
３
０
年
に
は
叶
わ

な
い
が
、
想
定
さ
れ
る
２
０

３
８
年
ま
で
の
国
勢
調
査
で
、

工
事
関
係
者
な
ど
を
含
め
、

今
回
の
人
数
よ
り
さ
ら
に
上

乗
せ
で
き
れ
ば
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
大
き
く
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
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感震ブレーカー
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長
﨑
　
こ
れ
ま
で
も
大

き
な
災
害
が
幾
度
と
な
く

発
生
し
て
き
た
。
近
年
も

大
規
模
な
地
震
が
多
発
し

て
お
り
、
様
々
な
二
次
災

害
が
発
生
し
、
よ
り
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
そ
の
二
次
災
害
の
な

か
で
も
、
通
電
火
災
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
そ
の
通
電
火
災
の
被
害

を
減
ら
し
防
ぐ
た
め
に
は
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置

し
、
発
災
時
に
家
屋
等
へ

の
通
電
を
止
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
い
っ
そ
う
推
進

し
て
い
く
た
め
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
存
在
と
効
果

を
町
民
に
周
知
・
啓
発
す

る
場
が
必
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、

乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
世

帯
に
対
し
て
は
、
優
先
し

て
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
を
安
心
し
て
、
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
の
実
現

を
め
ざ
す
と
の
観
点
か
ら
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
、
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し

て
電
気
を
自
動
的
に
遮
断
す

る
こ
と
で
、
地
震
後
の
通
電

火
災
を
防
止
す
る
た
め
の
有

効
な
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
建
物
の
倒
壊

や
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
に
加
え
、
地

震
に
よ
り
破
損
し
た
電
気
配

線
や
電
気
機
器
な
ど
か
ら
出

火
す
る
通
電
火
災
、
さ
ら
に

は
、
木
造
密
集
地
域
等
に
お

け
る
延
焼
火
災
な
ど
の
二
次

災
害
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
町
民
の
皆
様

に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
仕
組

み
や
効
果
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
地
震
へ
の
備
え
の
ひ
と

つ
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
上
で
も
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
町
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
出

前
講
座
な
ど
の
機
会
を
活
用

し
た
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

有
効
性
や
設
置
に
つ
い
て
の

周
知
・
啓
発
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
障

が
い
の
あ
る
方
が
い
る
世
帯
、

乳
幼
児
の
い
る
世
帯
な
ど
、

災
害
時
に
お
い
て
特
に
配
慮

を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
設

置
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
震
・
火
災
対
策

に
関
す
る
他
自
治
体
の
取
組

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促

進
に
つ
い
て
検
討
し
、
引
き

続
き
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

　
長
﨑
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
町
広
報
紙
な

ど
で
周
知
・
啓
発
を
進
め
る

と
の
答
弁
だ
が
、
あ
わ
せ
て

町
と
し
て
、
購
入
・
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
町
長
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
防
災
装
置
と

し
て
ま
だ
馴
染
み
が
薄
く
、

全
国
の
自
治
体
で
も
補
助
事

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

多
く
は
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
有
用
性
を
、

防
災
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ

て
町
民
の
皆
様
に
周
知
徹
底

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
一
般
的
に
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
は
、
震
度
５
以
上
で
な
け

れ
ば
作
動
し
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
価
格
は
高
い

も
の
で
大
体
８
万
円
く
ら
い
、

安
い
も
の
な
ら
５
，
０
０
０

円
か
ら
３
，
０
０
０
円
く
ら

い
で
あ
る
。

　
町
で
は
過
去
に
火
災
報
知

器
を
配
付
・
設
置
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、

そ
の
後
、

各
家
庭
が

負
担
し
更

新
し
て
い

る
所
は
多

く
は
な
く
、

消
防
本
部

で
も
広
報

誌
な
ど
で

啓
蒙
活
動

を
し
て
い

る
が
、
な

か
な
か
進

ん
で
い
な

い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー

の
普
及
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る

と
い
う
考
え
を
基
本
と
し
た

上
で
、
今
後
、
国
の
補
助
制

度
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
に
な
れ
ば
、
地
方
自
治
体

と
し
て
も
財
源
の
手
当
が
し

や
す
く
な
る
が
、
現
在
は
ま

だ
そ
の
段
階
ま
で
至
っ
て
い

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
シ
ス

テ
ム
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
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令和７年度各会計決算を認定令和７年度各会計決算を認定令和７年度各会計決算を認定令和７年度各会計決算を認定令和７年度各会計決算を認定
　９月10日開会の第３回定例会において、令和７年
度長万部町一般会計、各特別会計及び各企業会計の
決算を審査をするため、議長と議会選出の監査委員
を除く７名で構成する決算審査特別委員会を設置し
ました。
　休会中に審査した結果を９月18日の町議会定例会
最終日に報告し、認定しました。
　◎決算審査特別委員会　委 員 長　高森　功治
　　　　　　　　　　　　副委員長　北川　佳嗣

◆  令和７年度一般・特別・企業会計決算状況  ◆

会 計 名

一 般 会 計

後 期 高 齢 者 医 療

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

土地区画整理事業

ガ ス 事 業

水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

病 院 事 業

特
別
会
計

企
業
会
計

歳 　 　 　 入 歳 　 　 　 出 差　  引  　額

７１億７,２３１万１千円

１億２,３８４万９千円

６億２,６６５万７千円

８億７,３９９万１千円

３,３２８万９千円

１億７９４万７千円
７,６２９万円

６９億８,１３３万２千円

１億１,８８７万１千円

５億８,８６３万２千円

８億１,５４２万５千円

３,２７２万８千円

１億９,０９７万９千円

４９７万８千円

３,８０２万４千円

５,８５６万６千円

５６万円

収益的収入総額
資本的収入総額

１億１,８３２万６千円
１億４２０万１千円

収益的支出総額
資本的支出総額

２億３,３１７万７千円
２,３２６万２千円

収益的支出総額
資本的支出総額

４億２,７８６万４千円
５億７３２万９千円

収益的支出総額
資本的支出総額

７億３,９３６万７千円
２,５１２万４千円

収益的支出総額
資本的支出総額

２億１,６８８万円
２６万５千円

収益的収入総額
資本的収入総額

３億６,８１４万４千円
４億４,６２４万４千円

収益的収入総額
資本的収入総額

６億８,４４４万円
１,２２０万８千円

収益的収入総額
資本的収入総額

歳入、歳出差引額の不符合は、端数処理により生じたものである。

　１０月８日、北斗市において渡島・檜山管内

市町議会議員研修会が開催されました。

　第一講演は「ヒグマ対策について」と題し、

北海道環境生活部自然環境局野生動物対策担当

局長の井戸井毅氏より講演を受けました。

　第二講演は「縮小社会における議会・議員の

役割～「住民自治の根幹」としての議会を作動

させる～」と題し、大正大学地域創生部公共政

策学科教授の江藤俊詔氏より講演を受けました。
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　第４回定例会（12月）までの各常任委員会、議会運営委員会の所管事務等調査事項は、

次のとおりです。

《総務常任委員会》　　　　・国保事業運営状況　・町税収納対策　・防災事業

　　　　　　　　　　　　　・病院事業　・社会教育施設事業

《産業建設常任委員会》　　・除雪事業

《議会運営委員会》　　　　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

所管事務調査所管事務調査所管事務調査所管事務調査所管事務調査（委員会が受け持つ調査内容）（委員会が受け持つ調査内容）（委員会が受け持つ調査内容）（委員会が受け持つ調査内容）（委員会が受け持つ調査内容）

北海道町村議会議長会表彰
　永年勤続議員として、大谷敏弥議員が北海道

町村議会議長会より表彰されました。

大谷　敏弥 議員○１５年以上在職

会 議 名 開催日
橋
本

大
谷

北
川

高
森

長
﨑

高
橋

村
川

柏
倉

辻

第 ３ 回 臨 時 会

第 ３ 回 定 例 会

全 員 協 議 会

総 務 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

まちづくり・新幹線調査特別委員会

産業建設常任委員会

議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）

８

９

９

９

８

９

９

８

９

９

８

９

９

９

８

７

９

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

７

10

15

18

４

７

18

26

７

１

４

７

10

15

７

16

15

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

令和８年７月～令和８年９月
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総務常任委員会産業建設常任委員会

９月１日
   ①土木事業（現地調査）
　　丸山橋修繕工事について調査

   ②有害鳥獣対策
　　有害鳥獣捕獲頭数、ヒグマの目撃情
　　報と対応、緊急銃猟制度、猟友会に
　　向けた支援内容について調査
   ③所管事務調査
　　第４回定例会までの所管事務調査を
　　協議

議会運営委員会

８月４日
   ①第３回臨時会の運営、議員派遣、議
　　会改革について協議
９月７日
   ①第３回定例会の会期及び日程、提出
　　される議案などの取扱い、第４回定
　　例会までの所管事務調査、議会改革
　　について協議
９月10日
   ①第３回定例会の運営について協議
９月15日
   ①第３回定例会の運営について協議

議会広報編集特別委員会

７月16日
   ①議会だより第228号の編集
９月15日
   ①議会だより第229号の編集

６月19日
   ①環境衛生事業（現地調査）
　　クリーンおしま火災に伴う対応状況
　　について調査

８月26日
   ①財産管理（現地調査）
　　廃校施設の利用状況について調査
９月７日
   ①子ども子育て支援事業
　　長万部町こども家庭センターの設置
　　について調査
　②所管事務調査
　　第４回定例会までの所管事務調査を
　　協議

まちづくり・新幹線
調査特別委員会

８月７日
   ①まちづくり・新幹線等に関する調査
　　（現地調査）
　　新幹線関連会議等開催状況、中ノ沢
　　高架橋工区、平里高架橋工区、長万
　　部駅高架橋工区について調査
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第
３
回
定
例

議
会
（
決
算
議

会
）
も
終
わ
り
、

町
で
は
新
年
度

予
算
の
編
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
決
算
審
査
で

は
、
こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
て

き
た
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の

成
果
や
課
題
、
今
後
の
財
政

運
営
に
つ
い
て
確
認
し
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
、
賃
金
や
資
材
価
格
、

物
価
な
ど
の
高
騰
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
幹
線
事

業
負
担
金
に
つ
い
て
も
大
幅

な
増
額
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

町
の
財
政
運
営
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、

町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

町
の
将
来
を
見
据
え
、
限
ら

れ
た
財
源
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
べ
き
か
を
し
っ

か
り
と
議
論
し
て
ま
い
り
ま

す
。
将
来
世
代
に
過
度
な
負

担
を
残
す
こ
と
の
な
い
持
続

可
能
な
町
政
運
営
を
目
指
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
提
言
と
議
論
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
高
森
　
功
治

　
副
委
員
長
　
辻
　
　
紀
樹

　
委
　
　
員
　
橋
本
　
收
司

　
　 

〃 

　
　
村
川
　
　
毅

お
し
ゃ
ま
ん
べ
議
会
だ
よ
り

第
号

２
２
９

議会を傍聴してみませんか

お 願 い

傍聴には特別な手続きの必要は

ありませんので、お気軽にどうぞ。

2

3

24
28

30

日

日

日
日

日

全議員

全議員
議　長

各議員

議　長

北海道町村議会議長会主催議員研
修会（札幌市）
長万部町議会議員研修会
（泊村）
議会用務
道南地区森林・林業・林産
業活性化議員連盟研修会
（厚沢部町）
北海道新幹線建設促進長万部町期
成会総会

７月

7
27
日
日

各議員

議　長

第３回臨時会
渡島檜山議長連絡会議
（乙部町）

８月

1
6

10
15
18

日
日

日
日
日

各議員

議　長
全議員
全議員
各議員

議員協議会
北海道豊かな海づくり大会（北斗市）

第３回定例会
第３回定例会
第３回定例会

９月

議場のテレビ放映

次の定例会は12月です

この広報紙はこの広報紙は
再生紙を使っ再生紙を使っ
ています。ています。

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。
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